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日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
世
界
標
準
に
す
る
た
め
の
政
府
の
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
世
界
の
最
先
端
を
行
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
経
済
発
展
に
今
後
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
政
府
が
「
未
来
開
拓
戦
略
（
平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

内
閣
府
・
経
済
産
業
省
）
」

（
以
下
、
「
未
来
開
拓
戦
略
」
と
い
う
。
）
等
に
お
い
て
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
実
用
化
に
つ
い
て
策
定
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
し
た
い
。
そ
れ
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
に
は
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
世
界
標
準
（
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
）
に
し
て
い
く
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

過
去
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
一
種
で
あ
る
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
を
日
本
の
学
校
教
育
用
の

パ
ソ
コ
ン
に
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
米
経
済
摩
擦
の
時
期
と
重
な
っ
て
、
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
は
ど
の
会
社
に
対

し
て
も
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
無
料
公
開
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
政
府
は
米
国
企
業
に
対
し
て
Ｔ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
は
不
平
等
な
扱
い
を
し
た
と
い
う
不
当
な
主
張
を
し
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
を
悪
用
し
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
の
採
用
を
阻
止
し

た
。
こ
れ
が
結
果
的
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｍ
Ｓ－

Ｄ
Ｏ
Ｓ
や
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
独
占
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、
米
国

は
莫
大
な
利
益
を
得
た
。
現
在
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
お
い
て
微
妙
な
段
階
に
あ
り
、
放
置
す
れ
ば
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
の
失
敗
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
質
問
す
る
。

一



一

現
在
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
と
も
に
世
界
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
政
府
が
適
切
な
支
援
を

す
れ
ば
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
世
界
標
準
に
な
り
、
日
本
経
済
の
発
展
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
寄
与
を
す
る
と
の
見

解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

二

日
本
は
、
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
生
産
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
き
、
労
働
者
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
行
う
作
業
を
代
行
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
労
働
力
不
足
を
緩
和
又
は
解
消

で
き
る
と
の
見
解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

三

例
え
ば
、
人
間
型
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
間
と
の
共
存
環
境
下
で
共
同
・
協
業
作
業
が
可
能
で
あ
り
、
医
療
・
福

祉
・
介
護
・
サ
ー
ビ
ス
等
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
売
り
切
り
の
商
品
で
な
く
、
そ
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
販
売
会
社
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
修
理
す
る
企
業
、
利
用
法
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
す
る
会
社
、
ロ
ボ
ッ
ト

関
係
保
険
等
が
必
要
と
な
り
、
自
動
車
産
業
と
同
様
に
、
部
品
産
業
を
含
め
関
連
産
業
の
裾
野
の
広
が
り
が
大
き
い
基
幹
産

業
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
の
見
解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

四

現
状
で
は
人
間
型
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
商
品
と
し
て
売
り
出
す
に
は
値
段
が
高
す
ぎ
る
た
め
に
市
場
規
模
が
限
ら
れ
て

い
て
、
民
間
企
業
が
本
格
的
な
開
発
を
始
め
る
に
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
が
あ
る
段
階
ま
で
支
援
し

二



開
発
を
進
め
れ
ば
、
爆
発
的
な
市
場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
少
子
高
齢
化
で
将
来
へ
の
不
安
を
抱
く
国
民
に
大
き
な
夢
と
希

望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
間
型
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
国
の
最
良
の
投
資
先
で
は
な
い
か
と
の
見

解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

五

本
格
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
を
進
め
る
に
は
、
人
間
協
調
・
自
律
技
術
開
発
の
た
め
の
次
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
一
）

人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
在
可
能
な
軽
作
業
を
人
間
と
行
う
た
め
の
模
擬
的
な
施
設

（
二
）

人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
重
作
業
（
例
え
ば
ク
レ
ー
ン
の
代
わ
り
の
よ
う
に
使
え
る
）
を
行
え
る
模
擬
的
な
施
設

（
三
）

家
庭
内
で
人
間
と
協
調
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
進
化
さ
せ
る
た
め
の
模
擬
的
な
施
設

（
四
）

人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
具
体
的
な
応
用
を
産
学
官
共
同
で
研
究
開
発
す
る
た
め
の
施
設

（
五
）

研
究
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
保
守
施
設

（
六
）

ロ
ボ
ッ
ト
保
守
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
え
る
よ
う
な
施
設

（
七
）

将
来
的
な
実
用
化
、
輸
出
産
業
化
を
含
め
、
市
場
に
出
す
た
め
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
実
験
場

こ
の
よ
う
な
施
設
の
設
立
を
国
が
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

三



六

ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
と
関
わ
る
機
械
と
し
て
の
安
全
技
術
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
安
全
性
の
評
価
が
で
き
る
公

的
機
関
が
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
評
価
す
る
工
業
規
格
が
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
妨
げ
て

い
る
。
「
未
来
開
拓
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
実
用
化
に
必
要
な
対
人
安
全
技
術
の
開
発
、
及
び
五
年
以
内
に
安
全
基
準
・
評

価
手
法
の
策
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
及
び
実
現
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
促
進
す
る
関
連
法
の
整
備
や
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

七

例
え
ば
、
介
護
の
現
場
を
考
え
て
み
よ
う
。
少
子
高
齢
化
は
、
単
に
生
産
労
働
人
口
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な
労
働

人
口
の
多
く
を
介
護
の
現
場
に
向
か
わ
せ
て
し
ま
い
、
労
働
力
不
足
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、

要
介
護
の
高
齢
者
は
自
力
で
生
活
が
で
き
る
こ
と
で
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
が
大
き
く
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
に

拘
束
さ
れ
て
い
た
人
を
別
な
職
場
に
回
し
、
労
働
力
不
足
解
消
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
を

も
た
ら
す
と
の
見
解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

八

大
量
に
外
国
人
を
入
れ
る
と
、
安
い
労
働
力
が
原
因
と
な
っ
て
、
す
で
に
下
が
り
続
け
て
い
る
平
均
賃
金
が
さ
ら
に
下
が

り
、
国
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
。
大
量
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
恐
れ
は
な
い
。
し
か
も
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

は
有
力
な
輸
出
産
業
に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
国
を
豊
か
に
す
る
と
の
見
解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

四



九

政
府
は
、
「
未
来
開
拓
戦
略
」
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
国
際
標
準
化
提
案
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
及
び
実
現
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

政
府
は
、
「
未
来
開
拓
戦
略
」
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
予
測
が
二
〇
二
五
年
に
六
・
二
兆
円
に
達
す
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
大
変
な
有
望
市
場
の
形
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
予
測
の
根
拠
、
詳
細
及
び
出
典

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


